
金
海
古
蹟
志
巻
九
廿

に
土
居
の
竹
林
繁
茂
す
る
を
以
て
‘
薮
の
内
と
呼
へ
り
。
三
謹
記
民
、

寛
永
八
年
四
月
十
四
日
の
火
災
の
時
、
惣
櫛
の
薮
の
内
犬
家
共
延
焼

す
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
慶
長
十
六
年
九
月
三
日
利
常
卿
在
判
定
書

に
‘
惣
構
之
竹
、
共
の
屋
敷
遇
之
者
共
と
し
て
可
=
相
改
-
候
。
若
し
狼

に
伐
取
候
者
‘
屋
敷
主
可
v
致
=
越
度
-
旨
可
a
申
聞
吋
と
載
せ
ら
れ
た
り
。

さ
れ
ば
箆
長
十
五
年
此
の
惣
構
掘
出
来
せ
し
頃
よ
り
、
竹
の
植
付
を

命
ぜ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
さ
て
此
の
後
閥
単
安
二
年
四
月
の
定
書
に
、

一
、
惣
榔
掠
a
採
竹
木
説
。

一
、
同
所
竹
子
取
候
事
。

右
之
外
教
僚
を
載
せ
た
り
。
又
高
治
二
年
十
一
月
普
賠
奉
行
へ
の
定

容
に
、
惣
榔
之
竹
笹
切
あ
ら
し
不
v
申
様
、
切
々
人
を
廻
し
念
を
入
可
a

申
付
吋
竹
巻
之
事
は
如
a
跡

F
町
夫
可
=
申
付
吋
と
あ
り
て
、
普
請
曾
所

よ
り
裁
許
せ
し
か
ど
、
寛
文
元
年
よ
り
金
津
町
曾
所
の
附
腐
と
成
る

に
依
っ
て
、
惣
締
肝
煎
と
て
町
役
人
を
立
て
、
惣
構
掘
・
竹
木
等
の
事

を
ぽ
裁
許
せ
し
め
た
り
。
擦
や
る
に
、
薮
の
内
と
呼
べ
る
を
、
竹
叢

の
事
と
す
る
は
後
世
の
俗
言
怠
る
ぺ
し
。
惣
園
但
馬
風
土
記
に
‘
往

昔
無
a
民
家
吋
而
竹
薮
耳
。
故
云
v
薮
.
と
あ
る
も
‘
後
世
の
風
土
記
た

る
故
た
り
。
和
名
抄
に
。
呂
氏
春
秋
田
.
樺
無
v
水
田
v
薮
d

和
名
也
不
。

寺
の
資
生
を
取
寄
せ
て
、
檎
ゑ
ら
れ
け
る
に
よ
り
、
報
恩
寺
の
模
と

稀
し
、
名
木
の
棲
に
て
誕
だ
老
樹
た
り
と
い
ひ
停
へ
た
り
。
共
の
花

一
重
の
犬
輸
に
て
、
香
気
甚
だ
高
く
、
花
容
見
事
た
り
。
依
っ
て
奮

藩
中
は
、
毎
春
花
盛
の
頃
城
中
へ
献
宇
る
を
例
と
す
0

・
近
年
古
木
は

枯
れ
た
れ
ど
、
資
生
今
陀
数
樹
あ
り
と
い
へ
り
。
叉
云
ふ
。
五
郎
兵

衛
は
石
見
守
の
奮
邸
怠
る
家
屋
を
割
家
と
た
し
、
夫
れ
よ
り
子
孫
世

々
居
住
し
、
貸
暦
九
年
四
月
の
大
火
に
も
延
焼
を
遁
れ
た
り
。
さ
れ

ぽ
石
見
守
の
建
物
の
残
り
た
る
が
、
維
新
の
際
ま
で
三
宵
年
に
近
〈

存
し
た
る
古
家
に
て
、
庭
内
も
そ
の
か
み
よ
り
の
遺
木
共
共
の
健

残
れ
る
に
依
っ
て
、
報
恩
寺
棲
た
ど
も
あ
り
け
る
た
り
と
云
停
へ
た

o
 

hυ 。
高
畠
石
見
守
定
吉
偉

高
畠
氏
の
元
組
は
、
鎌
倉
の
住
士
前
悶
右
衛
門
吉
雄
と
云
ひ
、
享
徳

二
年
に
残
す
。
共
の
子
を
高
島
左
京
大
夫
吉
邦
と
い
ふ
。
尾
州
斯
波

家
に
随
従
し
、
文
明
九
年
に
渡
す
。
共
の
子
を
高
畠
左
京
大
夫
直
吉

と
云
ひ
、
織
田
家
に
随
従
し
、
文
範
元
年
陀
残
す
。
共
の
子
を
高
畠

左
門
吉
光
と
云
ひ
、
信
・
長
公
に
仕
へ
、
天
文
十
七
年
に
残
せ
り
。
共

の
子
卸
ち
石
見
守
定
吉
た
り
と
、
高
畠
五
郎
兵
衛
家
鵡
に
あ
り
。
一

金
滞
古
蹟
志
巷
廿
三

四

と
あ
り
。
和
訓
架
に
や
ぶ
は
揃
生
の
義
た
る
べ
し
。
日
本
紀
の
歌
に

や
ぶ
は
ら
と
も
い
へ
り
。
仙
党
抄
に
や
ぶ
は
水
つ
き
で
あ
し
た
ど
し

げ
れ
る
所
を
い
ふ
。
俗
に
や
は
ら
と
い
ふ
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
此
の

金
滞
惣
糠
掘
の
薮
の
内
と
い
ふ
も
、
竹
叢
の
み
な
ら
宇
剣
練
の
繁
生

し
て
、
海
水
の
は
び
と
れ
る
草
原
な
る
に
依
っ
て
呼
べ
る
注
ら
ば
、

設
文
民
薮
大
津
也
と
あ
る
本
畿
に
叶
へ
り
と
い
ふ
ぺ
し
。

。
高
畠
石
見
守
茜
邸

石
浦
町
薮
の
内
、
今
縮
念
寺
と
-Z
ふ
道
場
の
地
よ
り
、
尻
地
は
布
街

門
橋
の
溢
ま
で
、
昔
は
一
区
域
の
地
に
て
、
高
島
氏
の
奮
邸
た
り
と

い
ひ
停
へ
た
り
。
高
島
氏
は
‘
家
総
一
高
七
千
石
を
領
し
け
る
を
.

鹿
長
五
年
織
を
僻
し
て
京
都
へ
退
去
す
。
共
の
千
五
郎
兵
衛
家
を
織

ぐ
と
い
へ
ど
も
、
縫
に
千
五
百
石
を
賜
は
り
け
る
に
依
っ
て
、
邸
地

は
多
分
引
揚
げ
ら
れ
、
諸
士
の
邸
地
と
成
る
。
五
郎
兵
衛
の
子
孫
世

々
此
の
地
陀
居
住
し
‘
明
治
十
三
年
民
家
道
場
嗣
念
寺
へ
譲
り
、
此

の
地
を
退
去
せ
り
。
是
共
の
奮
邸
の
遺
績
な
り
。

。
報
恩
寺
標

高
畠
五
郎
兵
衛
の
邸
跡
、
今
の
踊
念
寺
の
露
地
に
あ
り
。
高
島
氏
の

停
設
に
云
ふ
。
一
万
組
石
見
守
定
吉
此
の
地
に
居
住
の
頃
、
京
都
報
恩

聾
に
云
ふ
。
商
品
左
京
大
夫
は
、
尾
披
園
山
間
郡
商
品
の
城
主
に
て
、

織
問
家
に
随
身
す
。
共
の
子
も
左
京
大
夫
と
云
ふ
。
此
の
人
民
六
子

あ
り
。
長
男
を
左
門
と
一
式
ム
。
長
女
は
利
家
卿
の
小
君
芳
春
夫
人
・
な

り
。
左
門
の
長
男
を
織
部
と
云
ひ
‘
石
見
守
定
吉
岡
北
・
な
り
と
。
三
州

志
鍵
義
飴
考
に
い
へ
り
。
定
吉
は
、
天
文
七
年
尾
州
山
間
郡
高
島
に

て
出
生
、
幼
名
を
孫
十
郎
と
稀
し
、
長
じ
て
織
部
と
云
ふ
。
天
文
十

七
年
父
左
門
吉
光
波
し
て
、
家
を
縫
ぎ
‘
利
家
卿
の
御
妹
智
と
成
り

て
、
奉
仕
す
。
天
正
三
年
利
家
卿
越
前
府
中
入
城
の
時
八
百
石
を
賜

は
り
、
後
職
功
に
依
っ
て
迫
々
加
恩
せ
ら
れ
、
一
高
七
千
石
を
領
知

す
。
天
正
十
一
年
加
州
石
川
・
河
北
二
郡
利
家
卿
の
封
内
と
成
る
に

付
き
、
石
川
郡
鶴
来
按
を
預
け
ら
れ
守
護
す
。
翌
十
二
年
総
州
米
森

の
軍
役
に
付
き
、
七
尾
披
を
粂
守
せ
し
め
ら
れ
、
同
十
四
年
越
中
新

川
郡
預
り
領
と
成
る
に
依
っ
て
、
宮
崎
披
を
袋
守
せ
し
め
ら
る
。
文

総
三
年
叙
傍
を
命
ぜ
ら
れ
、
従
五
似
下
石
見
守
を
奔
任
す
。
腿
長
五

年
大
聖
寺
按
攻
の
時
、
金
海
城
の
留
守
を
命
ぜ
ら
る
。
後
故
あ
り
て
、

家
総
を
僻
し
、
名
を
無
山
と
稿
し
上
京
し
て
、
盛
長
八
年
正
月
三
日

京
都
民
卒
す
。
享
年
六
十
六
歳
。
或
は
云
ふ
。
定
吉
織
を
僻
し
上
京

せ
し
は
故
あ
る
事
也
。
闘

dm合
戦
の
頃
、
利
長
卿
閥
束
徳
川
家
に

一五




